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鯖江市杉本町702-2 
・TEL：0778-51-3376 
・FAX：0778-51-8416 

６月１日現在  

立待地区人口：8,587人 

 前月比  ８人 減 

世帯数：3,300世帯 

 前月比 1世帯 減 

 ４月頃、公民館にある誰でも 

利用できるストリートピアノの利

用に週に1、2回ほど練習に来る 

男性がいました。 

 聞けば、もうすぐ結婚する娘さ

んのために、サプライズでピアノ

を披露したいとのこと。男性はま

だ始めたばかりだそうで、最初の

演奏は少し不慣れな感じでした。 それでも「６月の結婚式までには

弾けるようになりたい」という強い思いを胸に、彼はいつも窓口で

「ピアノをお借りします」と控えめに告げ、熱心に練習を続けていた

のです。その姿に、私たちは自然と「頑張れ」と心の中で応援してい

ました。 

 結婚式前夜には、まるで身内のことのように、彼が無事に弾ききれ

るか心配でなりませんでした。そして迎えた結婚式…。 

 翌日、公民館を訪れた彼に「どうでしたか？」と尋ねると、彼は 

 少し照れながら語ってくれました。 

「当然、手は震えたし、失敗もしましたよ。でもね、娘が泣いて感動

するよりも、そのお婿さんが号泣してくれてね……」 

その言葉からあふれる喜びは、私たちの心に深く胸を打ちました。 

不器用ながらも、娘への愛情を音に乗せて届けようとした父親の姿

は、きっと家族の心に温かい感動を刻んだのだと思います。 

 公民館は、皆様が生涯にわたって学び、交流できる場所です。皆様

の「やってみたい」を形にするお手伝いや公民館で実施してほしい事

について、皆様の声をお聞かせください。お待ちしております。  
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 立待地区青少年育成協議会は、創立50周年記念

イベントに向けて「竹灯篭（たけとうろう）」を 

作成するワークショップを開催しています。 

 電動ドリルを使った竹への穴あけ作業は、普段

なかなか体験できない貴重な機会。お子さんに

とっても、楽しみながらものづくりを学べる素晴

らしい体験になると思います。  

 ワークショップでは、まず紙にデザインを描き

それを竹に巻き付けて印をつけ、電動ドリルで穴

を開けていきます。 

 竹灯篭は、みんなで200個作ることを目標とし

完成した作品は、10月に開催される「たちまち近

松まつり」にあわせて、公民館周辺を幻想的な光

で彩ります。 

あなたの作った竹灯篭が、地域を輝く光となります。参加は随時募集しています。QRコードもしくは立待公民館 

までお申し込みください。皆さんのご参加お待ちしております！  

次回開催日：  月   日（日）9 時 ～ 12 時 
会場   ：立待公民館 2階多目的ホール 

目標数 

竹灯篭の穴あけに、 

なぜかすごい 

夢中なんですけど！  

 穴を開けてると、開いた瞬間

の感触がたまらないんだよ！ 

 竹が美しい模様へと変わって

いくのも楽しいよ。   

内容 

月  日（日）9:00～15:00 

会場 

日時  

吉川公民館 ℡：62-1020 

吉川ナス調理体験＆試食・吉川ナス即売会 

大型鉄道ジオラマ・当時の鉄道映像など 

１日 (火) 休館日 11日 (金) スポーツ協会：会議 21日 (月) 休館日 

２日 (水) たちまち近松人形劇団 12日 (土) 
たちまち子ども文楽 
人形浄瑠璃「近松座」 

22日 (火)  

３日 (木) まなびぢから 13日 (日) 休館日 23日 (水) 
子どものびのび広場：式典 
子育て支援NW：ハーフバースディ 
近松の里づくり事業推進会議：会議 

４日 (金) いきいき講座 14日 (月) 
キッズダンス 
たっちっこ（子育て開放日） 

24日 (木) 
e-net.立待：PC相談会 
      １９:３０～ 

５日 (土) 青少年育成協議会：役員会 15日 (火)  25日 (金)  

６日 (日) 休館日 16日 (水) たちまち近松人形劇団 26日 (土) 
たちまち子ども文楽 
人形浄瑠璃「近松座」 

７日 (月) 
子育て支援NW：育児相談会、委員会 
愛育会：役員会 

17日 (木)  27日 (日)  

８日 (火) 民生委員児童委員協議会：定例会 18日 (金) 
区長会：会議・愛育会：支部長会
いきいき講座 

28日 (月) キッズダンス 

９日 (水) 
人形浄瑠璃「近松座」 
たちまち近松人形劇団 

19日 (土) たちまち子ども文楽 29日 (火) 休館日 学級：ミステリーバス 

10日 (木) 老人クラブ：理事会 
近松おどり保存会 
市長とのふれあい座談会 

20日 (日) 休館日 
30日 

31日 

(水) 

(木) 

たちまち近松人形劇団 

 親子であそぼう 
保健師さんの 

ミニ講座 
 懇談と 

個別相談 

月  日（月）10:00～ 

会場 

日時  

立待公民館 2階和室 

内容  

申込み  
QRコードもしくは 

お電話でお申し込みください。 

申込フォーム 参加費  ：500円（LEDライト付き） 

と
こ
ろ
て
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主催：立待地区子育て支援ネットワーク委員会  

℡：51-3376 立待公民館 



 10月4日(土)開催の「たちまち近松まつり・立待地区 

文化祭」にて、ステージ発表をしてくださる個人・団体

を大募集しています！ご参加お待ちしております。 

日時  １０月４日 (土)  9:30～11:30 

持ち時間  10分～15分 

ジャンル  得意なパフォーマンスでOK！ 

参加特典 
 10月5日(日)の野外広場で使える500円 

 チケットをプレゼント！（お一人様１枚） 

その他  応募者多数の場合は抽選となります。 

申込締切 
 6月20日(金)までに、公民館にある申込書

にご記入の上、ご提出ください。  

 今年、初めての競技「仮装だよ！全員集合」

では、小倉さん親子が息の合っ

た見事な仮装を披露し、仮装 

大会長賞を受賞しました！ 

 力作が揃う中、小倉さん親子

は「北欧の民族衣装風」の装い

で登場。細部にまでこだわり 

抜かれた衣装は、審査員の目を 

釘付けにし、その最高の笑顔で 

会場全体を魅了しました。 

小倉茉実さん（左） 小倉優美さん（右） 

前日からの雨で開催が心配されましたが、小雨の中、皆様のご協力により体育祭を無事に開催できました。 

 昨年から導入された仮装は、今年も大盛況！ 入場行進では、 趣向を

凝らした様々な仮装に身を包んだ参加者の皆さんが、 

会場を大いに盛り上げました。  

競技の目玉の一つである「災害への備え！」は、防災要素が盛り 

込まれた内容で、参加者は楽しみながらも防災体験ができました。  

幼児から高齢者まで、幅広い世代の方々にご参加いただき、世代を

超えて一緒に競技を楽しみ、応援し合う姿は、まさに地域一体と

なった交流の場となりました。   

日時  ７月２３日 (水) 19:00～  

会場  立待公民館 

参加に

ついて 

ご参加を希望される方は、7月18日(金) 

までに立待公民館へご連絡ください。  

いただいたご意見は、近松の里づくり事

業推進会議の企画推進会議にてお聞き

し、計画に反映させていただきます。  

 本年度中に策定します地区まちづくり計画について

は、既に素案(近松の里文化ビジョン)を作成し、住民の

皆さんのご意見を広く募っています。 

 策定は、近松の里づくり事業推進会議の企画推進会議

の中で行われますが、広く住民の皆さんのご意見を取り

入れた計画にしたいと思います。 

 住民の方一人一人が策定委員です。素案の近松の里ビ

ジョンは、立待公民館でお渡ししていますので、ぜひご

覧いただきご意見をお聞かせください。  

鯖江人形浄瑠璃「近松座」の皆さんをお招きし、文楽の三業（大夫、三味

線、人形遣い）について解説を受けました。その後、3つのグループに分かれ、実

際に三業すべてを体験する貴重な機会となりました。  

     上賀茂神社に事務所を構える（一財）葵プロジェクト理事の大江 薫子さん

を講師にお迎えし、毎年奉納されている中庭の二葉葵が、葵祭でどのように使用されて

いるかについて説明を受けた後、葵祭の行列参加者が冠や衣装に身につける「葵桂 

（あおいかつら）」の製作ワークショップを行いました。  


